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研究成果の概要（図・グラフは使用しないこと） 

 

 オアフ島のワイキキ地区海岸部の多くは， 19 世紀末から 20 世紀初頭にかけて，ホノル

ル在住者の別荘地として利用されていた。近代期のワイキキにおいて海岸リゾートがいか

に生成されてきたのか，本研究はそのプロセスを土地所有者の変遷と，スポーツや保養，

社交などの余暇活動の導入・受容・定着のプロセスの分析を通して明らかにすることを目

的とした。分析資料として，ハワイ州土地測量課とハワイ大学図書館蔵の 1880～ 1920 年

代の大縮尺地図群（地籍図に類するもの）を用いて，ワイキキの土地所有者の変遷を復元

した。また，判明したワイキキ地区の土地所有者がそこで誰と何を行っていたのか，どの

ような影響を受けていたのか，例えばスポーツの実践やクラブへの加入などの相互作用に

ついて関連文献や当時の新聞などによって把握してきた。  

 ワイキキ海岸部の土地所有者の構成については，人種としてはハワイ先住民，白人，混

血が，職業階層としては王族・貴族，政治家・軍人，プランテーション等経営者などが確

認できた。これら土地所有者は， 19 世紀末から 20 世紀初頭に向かって，人種の点でも職

業階層の点でも前者から後者へと遷移していくが，大まかに 3 つのグループに区分できた。

1 つ目はハワイ先住民の王族・貴族であり，彼らは白人とその文化への羨望や自らの社会

的地位確立のためにワイキキに別荘を構え，西洋スポーツ等のクラブを設立して社交を繰

り広げていたと考えられる。 2 つ目は白人のプランテーション等経営者であり，ワイキキ

での社交や王族貴族との婚姻関係を通してハワイ社会に深く入り込み，経済的・文化的優

位性を背景に土地や利権を含めた資産を増大させていくことが企図されていたと考えられ

る。 3 つ目は混血で中間的な人々であり，  ハワイ発祥の文化を止揚させながら，米国によ

る支配と共存共栄していくという意図があったと推測される。  
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研究成果の概要（つづき） 

 

 以上のように，ワイキキの別荘地を舞台にして，欧米から伝播したヨットや水泳，ハワ

イ在地のカヌーやサーフィンなどのスポーツが，それぞれのグループの文化的象徴や社交

の道具として用いられていた。こうして，ワイキキ海岸リゾートの発展前夜において，主

たる観光客となる米国の白人にとって受け入れやすい生活基盤が整い，なおかつ上記スポ

ーツに代表される西洋・ハワイの文化混淆によってエキゾチックな状況が生まれていたと

言える。その後，リゾートとしての価値・イメージがメディアによって流布され，ワイキ

キは著名なリゾート地として発展していくことになる。  

 ワイキキの土地所有者とそこでのスポーツ等の伝播に関連する 上記人物間の相互作用

や，社会・経済・政治も含めた地域変化の連関について，関連文献と人物録， Hawaiian 

gazette や Hawaiian  star 等の新聞を基に検討した。この分析はいまだ道半ばではあるが，

これまでに判明したハワイ王族や白人プランテーション経営者などの土地所有者は，ワイ

キキにおいて水泳やヨット，サーフィンなどを実践した主体でもあった。また，彼らは各

スポーツに関するクラブを組織し，そこでの社交を媒介として政治的な活動も行ってい

た。このように，社会的・経済的に重要なポジションにいた彼らの関係や行 動が，ハワイ

の政治とも関連しながら，スポーツの伝播と受容ひいてはリゾート地形成の原動力となっ

た。  
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